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問 
福
祉
課 
障
が
い
福
祉
係

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
７

ご
存
じ
で
す
か
心
身
障
が
い
者

扶
養
共
済
制
度

　
心
身
障
が
い
者
扶
養
共
済
制
度
は
、
障

が
い
者
の
保
護
者
が
加
入
者
と
な
り
一
定

期
間
に
掛
金
を
納
め
る
こ
と
で
、
万
が
一
、

加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
や
重
度
障
が
い

を
負
っ
た
場
合
に
、
障
が
い
者
に
終
身
の

年
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

掛
金
　
１
口
に
つ
き
月
額
９
，３
０
０
円

～
２
３
，３
０
０
円
（
加
入
者
の
加
入

時
の
年
齢
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
障
が

い
者
１
人
に
つ
き
２
口
ま
で
加
入
で
き

ま
す
）

年
金
額
　
１
口
に
つ
き
月
額
２
万
円

加
入
者
の
要
件
　
障
が
い
者
を
扶
養
す
る

保
護
者
で
、
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
加

入
年
度
の
４
月
１
日
時
点
の
年
齢
が
65

歳
未
満
の
人
で
、
特
別
な
疾
病
や
障
が

い
の
な
い
こ
と

障
が
い
者
の
要
件

　
①
知
的
障
が
い
者

　
②�

身
体
障
が
い
者
手
帳
１
～
３
級
所
持

者

　
③�

精
神
か
身
体
に
①
か
②
と
同
程
度
の

永
続
的
な
障
が
い
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
人

申
福
祉
課
で
配
布
す
る
申
請
書
と
口
座
振

替
依
頼
書
、
加
入
者
の
告
知
書
、
加
入

者
と
障
が
い
者
の
住
民
票
、
障
が
い
者

手
帳
な
ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
後
、
保
険
会
社
に
よ
る
審
査
を

行
い
ま
す

問 

新
潟
県 

福
祉
保
健
部 

生
活
衛
生
課

食
の
安
全
・
安
心
推
進
係

　
☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
２
０
５

知
っ
て
・
も
ら
っ
て
・
Ｈハ

サ

ッ

プ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
後
期
）

　
新
潟
県
で
は
、
国
際
的
に
推
奨
さ
れ
て

い
る
衛
生
管
理
の
手
法
で
あ
る
「
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
」
を
導
入
し
て
い
る
企
業
の
取
組
み

を
紹
介
す
る
「
知
っ
て
・
も
ら
っ
て
・
ハ

サ
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
企
業
の
取
組
み
を
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内

で
紹
介
し
、
紹
介
し
た
企
業
の
製
品
を
総

勢
１
７
０
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
２
月
28
日
㈭

プ
レ
ゼ
ン
ト
　
水
ま
ん
じ
ゅ
う
、
た
こ
焼

き
、冷
凍
コ
ロ
ッ
ケ
、ソ
ー
セ
ー
ジ
（
株

式
会
社
岩
崎
、
株
式
会
社
ピ
ー
コ
ッ
ク
、

有
限
会
社
ま
き
ば
、
丸
大
食
品
株
式
会

社
新
潟
工
場
）

　
詳
し
く
は
、
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
に
い

が
た
食
の
安
全
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」

ペ
ー
ジ（「
に
い
が
た
食
の
安
全
」で
検
索
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
・
申 

新
潟
県 

県
民
生
活
・
環
境
部 

新
潟
暮
ら
し
推
進
課

　
☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
６
３
５

新
潟
県
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
奨
学
金

返
還
支
援
事
業

　
新
潟
県
で
は
、
県
内
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
転

職
者
（
県
外
に
就
職
後
、
県
内
に
転
入
・

転
職
し
た
県
内
出
身
者
）
の
奨
学
金
な
ど

の
返
還
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年

４
月
か
ら
は
対
象
者
を
拡
大
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

・
県
内
に
Ｕ
タ
ー
ン
転
職
し
た

・
転
入
時
の
年
齢
が
30
歳
未
満

・
大
学
な
ど
を
卒
業
後
に
県
外
で
一
定
の

就
業
期
間
が
あ
る

・
転
入
後
６
か
月
以
内
に
県
内
で
就
業
し

た
内
年
間
20
万
円
を
上
限
に
、
奨
学
金
な
ど

の
返
還
額
を
最
長
６
年
間
支
援
。
支
援

総
額
の
上
限
は
、
Ｕ
タ
ー
ン
転
職
時
の

奨
学
金
な
ど
の
返
還
残
額
（
元
本
分
）

の
２
分
の
１
。

支
援
要
件
　
翌
年
度
以
降
の
県
内
で
の
居

住
・
就
業

申
随
時

　
申
請
期
限
な
ど
詳
し
く
は
、
新
潟
県

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
奨
学
金
返
還
支
援
事

業
」
で
検
索
）
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

環
境
交
通
課 

環
境
交
通
係

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
６

犬
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　
飼
い
犬
の
散
歩
中
に
、
フ
ン
を
放
置
す

る
人
が
い
ま
す
。
雪
の
上
に
放
置
さ
れ
た

フ
ン
は
、
春
ま
で
消
え
る
こ
と
な
く
道
端

に
残
り
ま
す
。

　
飼
い
犬
の
フ
ン
は
、
飼
い
主
の
責
任
で

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

問
・
申 

南
魚
沼
市
消
防
本
部 

警
防
課 

救
急
係

　
☎
７
８
２
‐
５
３
３
１

普
通
救
命
講
習
会

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
応
急
手
当

を
学
び
ま
せ
ん
か
？
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
扱
い

な
ど
、
実
技
を
中
心
に
し
た
講
習
会
で
す
。

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。
初

め
て
の
人
も
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

日
３
月
17
日
㈰
　
午
前
９
時
～
正
午

会
南
魚
沼
市
消
防
本
部
〔
竹
俣
〕

定
30
人
程
度

費
無
料

※
実
技
の
で
き
る
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ

い


